
No

1

（合併推進協議会）

組　織　名

山城水系・大森土地改良区
統合整備協議会 山城水系　大森

H30.5.2研究会設立
参考面積1,449ha
（合併予備契約調印式：令和2年7月31日）
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2 湯沢雄勝地域土地改良区
統合整備協議会

雄勝郡山田五ヶ村堰
湯沢市中央　稲川　羽後町

H29.7.27研究会設立
参考面積6,969ha
（合併予備契約調印式：令和2年11月4日）
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関係土地改良区名 土地改良
区数 備　　　考

令和3年3月9日現在

3

（合併研究会）

新城川、天王、昭和地区土地
改良区統合整備研究会

新城川　潟上市天王
昭和

H28.12.22研究会設立
参考面積4,505ha3

4 秋田市土地改良区統合整備
研究会

仁井田堰　秋田市豊岩中央
秋田市旭川筋
秋田市孫左衛門堰
秋田市上北手猿田
秋田市上北手小山田
河辺郡芝野堰　左手子　雄和
雄和中央　河辺
秋田市上新城　新城川

R1.10.25研究会設立
参考面積7,122ha13

　3月9日(火)、令和2年度秋田県土地改良区統合整備推進協議会が開催された。
当日は9名の委員（内、代理出席2名）と3名の幹事の出席により会議が行われた。
　冒頭、本会会長である髙貝委員長から、「本県農業は、農業農村整備事業の推進
により、複合型生産構造への転換が確実に進んでおりますが、一方では、人口減
少と高齢化を背景とした生産現場における労働力不足など、深刻な課題も生じ
てきております。このような情勢のなかで、本県農業が成長産業化として発展し
ていくためには、引き続き『あきた型ほ場整備』を強力に進め、収益性の高い複合
型生産構造への転換を加速するとともに、労働力不足への対応や生産性の向上

が期待されるスマート農業の導入を見据えた基盤整備を進めていくことが重要である。
　こうした事業を円滑に推進していくために、地元の意見・要望などの調整役として、また、土地改良
施設の管理主体として、土地改良区が担う役割は益々重要になってきています。
　さらに、農地中間管理機構や多面的機能支払交付金の活動組織からの事務受託など、土地改良区が担
う役割は多様化してきている。
　このため、土地改良区が、組合員や地域の要望に的確に応え、関係機関と適正な連携を図っていくた
めには、引き続き統合整備を積極的に進め、事務局体制を充実させるとともに、経費の節減などの合理
化を図り、盤石な業務運営体制を構築する必要がある」と挨拶された。
　議事に入り、本年度の事業として、4地区の協議会・研究会に委員・幹事として出席し指導・助言を行っ
たことや、1地区に研究会助成金を支出したなどの説明が行
われた。次に来年度の事業計画案として、各地区の協議会・
研究会に委員・幹事として出席し指導・助言を行うことや、
1地区に研究会助成金、2地区に運営費助成金を支出予定で
ある等の説明がなされた。いずれの議案についても出席委員
全員の賛成により議決された。                        
　議事の後、秋田県農地整備課の舛谷課長から来年度の土地
改良区の統合整備に向けた県の取組などについて情報提供
があり、活発な意見交換の後、協議会を終了した。

令和2年度
秋田県土地改良区統合整備推進協議会

秋田県の土地改良区統合整備推進状況
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　土地改良区体制強化事業に関連した令和2年度秋田県管理運営体制強化委員会及び、秋田県受益農地

管理強化委員会については、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮して、3月15日に書面による審議

方法で開催されました。

　各委員会資料から、令和2年度の主な事業実施状況について報告いたします。

土地改良施設の診断・管理指導
・土地改良施設の管理指導業務実施状況（令和2年度）

土地改良施設の管理等に関する苦情・紛争等の対策（R3.1.31 現在　土地連実施状況）
◇相談件数　　29件
◇依 頼 人　　土地改良区26件、市町村1件、個人1件、その他1件
◇相談事例　　・滞納処分に関する手続きについて
　　　　　　　・未収賦課金の処理方法について
　　　　　　　・相続財産管理人の選任申立について　　他

財務管理強化に関する指導等（R3.1.31 現在）
（1）複式簿記会計に関する巡回指導

　（2）会計の専門家の配置
　　　  ◇専門家の配置　　税理士1名
　　　  ◇相 談 対 応　　複式簿記会計の導入に関する相談件数（8件）

　（3）財務管理強化相談業務
　　　　ア．相談窓口の開設　　相談件数18件　　・会計経理の課題　など
　　　　イ．会計指導員による指導監査等
　　　　　　・農業基盤整備促進事業に関する外部監査 ― 3土地改良区で実施
　　　　　　・「会計指導員」認定試験 ― 土地連職員2名合格

秋田県管理運営体制強化委員会（施設・財務管理強化対策事業）

区　分

計

定期診断指導

要請診断
指　　導

定期対象

定期対象外
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0
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0

0

0

0

0

0
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0
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13

9
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5

0

0

5
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1

2
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10

9
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7

0

1

8

36

4

3

43

0

0

11

11

0

0

0

0

106

15

26

147

（100）

（120）（49）

指導土地改良区等数

※上段に（ 　 ）書きで計画、 下段は実績を記載している。
※要請診断で定期対象と定期対象外の両方を実施している団体数は定期で計上している。

土地
改良区

土地改良区
（連合）

現地
指導
回数

その他
指導
回数

現地指導実施者（人） 現地指導実施者（人）

会計
指導員

17土地改良区 33 88

会計の
専門家

0

地方
連合会

0

合計

88

会計
指導員

0

会計の
専門家

0

地方
連合会

0

合計

00

貸借対照
表作成
要否

複式簿記
導入年度
（予定）

要

合計
指導
回数

33 ―

備考

計

水利
組合等市町村 農協 計 ダム 頭首工

用排
水機 樋(水)門 ため池 水路 その他

34

4

13

51

診断
日数

計

指導施設数 （単位：ヵ所）（単位：団体）

令和2年度

土地改良区体制強化事業

11

22

33
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複式簿記導入促進特別研修会
　令和2年9月30日 県内土地改良区及び関係団体に研修テキスト及びＣＤを配布

換地事務量総括表

換地選定手法指導

　新規事業開始の地区に対して、換地業務の仕組みや換地設計基準・評価基準の作成指導を実

施。また、2年目の地区に対しては換地計画原案作成のための換地選定に関する指導を行う。

・換地技術者指導員　　　  4名　（内土地連職員 ４名）

・指導地区数　　　　　　17地区（面積　2,021.3 ha）

財務管理制度活用等推進・個別地区指導

(1)　普及・啓発活動

　　 ・普及啓発活動地区　3地区

　　 ・関係団体　　　　　能代市種土地改良区、八峰町沼田土地改良区、にかほ市土地改良区

　　 ・関係戸数　　　　　374戸

(2)　制度活用指導

　　 ・指導地区　　　　　1地区（財産管理制度の活用）

　　 ・関係団体　　　　　秋田県南旭川水系土地改良区

　　 ・関係戸数　　　　　311戸

研修会の開催

秋田県受益農地管理強化委員会（受益農地管理強化対策事業）

種別

項目

集積
加速化

地区面積
（ha）

47工区
7,859.9

10工区
311.7

57工区
8,171.6

機構関連

合　　計

区
分

県
　
営

計画原案
（ha）

9工区
1,122.6

4工区
90.0

13工区
1,212.6

計画書作成
（ha）

5工区
556.7

5工区
556.7

計画決定
（ha）

2工区
251.1

2工区
251.1

換地処分
（ha）

2工区
251.1

2工区
251.1

確定測量
（ha）

8工区
816.5

8工区
816.5

①

研修の種類

②

研修の課目 開催日程 開催日数 開催地 研修対象者 参加人数 (人 )

小板戸地区
換地委員等
実務研修

換地と換地委員
の役割について R2.7.14 0.5日 由利本荘市 土地改良区職員･

地区換地委員
15人

換地委員等
実務研修

換地と換地委員
の役割について R2.8.28 1日 秋田市 土地改良区役職員･

事業推進委員　他
43人

③ 換地計画
実務研修

換地計画書の
構成について R2.12.8 1日 秋田市 土地改良区役職員･

換地処分事務従事者　他
56人

11

44

22

33

44
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今年度で退職される4名の役職員の方々をご紹介します。

1．所属・役職　　　2．ひと言

佐藤　求

1.参事（兼）総務企画部長

2.　昭和54年4月から42年間お世話になりました「水土里ネット秋田」を3月末退職い

たしました。この間、会員並びにＯＢの皆様から多大なご指導を頂き深く感謝申し上

げます。

　　4月から再雇用嘱託職員として引き続きお世話になりますので、今後ともよろしく

お願い申し上げます。

長谷川　昭博

1.管理情報部　施設保全班・専門員

2.　平成29年4月より4年間の短い間でしたが、職員の皆様にはたいへんお世話になり

ました。また、現地に赴いた際には、会員の皆様のご支援、ご協力を頂き円滑な業務遂

行がきましたことに感謝申し上げます。ありがとうございました。

退職される方々からひと言水土里ネット秋田

美しく豊かな農村づくり写真コンクール第 21 回

　2月5日（金）本会第１会議室にて写真コン
クール審査会が行われ、入賞作品24点が決定
しました。入賞作品については、本会ＨＰ「写
真コンクール」のサイトにてご紹介しており、
下記ＱＲコードからもアクセス出来ますので
是非ご覧ください。

ベストあきた賞

「ふんばり」
藤原　直人
（撮影場所：潟上市豊川）

日本ＮＮ賞

「棚田秋景」
阿部　紀秋
（撮影場所：山形県山辺町大蕨）

秋田県農林水産部長賞

「朝霧の横倉棚田」
吉田　慶嗣
（撮影場所：藤里町横倉）

＜審査会の様子＞

■ＱＲコード
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